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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　暦表示部を有するカレンダー本体に、服用時間帯を示す表記を有し服用時間帯ごとに薬
が仕分け・収納される仕分け袋と、１日分の該仕分け袋が重ねて収納される透明な収納ポ
ケットと、を備える薬収納部が設けられ、該仕分け袋が、服用時間帯を示す表記及びその
背景を、ともに不透明な同系色で服用時間帯ごとに色分けされたものであり、該収納ポケ
ットが、服用時間帯順に重ねて該仕分け袋を収納されることにより、次に服用する該仕分
け袋を最前列に表示する薬カレンダー。
【請求項２】
　請求項１の薬カレンダーにおいて、前記収納ポケットが、上部に開口部を有する袋体で
あり、当該開口部の上方へ前記仕分け袋の幅に狭まるように伸びた袋体背面を有し、当該
背面の上端で前記カレンダー本体に固着され、袋体の膨らみにより複数の前記仕分け袋が
収納され、収納された該仕分け袋が少なくなるにつれて扁平になる薬カレンダー。
【請求項３】
　請求項１または２の薬カレンダーにおいて、前記暦表示部が、日付表示及び曜日表示と
、これらが同時に表示されるポケットと、を備える薬カレンダー。
【請求項４】
　請求項１、２または３の薬カレンダーにおいて、前記カレンダー本体が、前記暦表示部
及び前記薬収納部をセットで１列に７日分、当該列を２～６週間分備え、週ごとの分割線
を有する薬カレンダー。
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【請求項５】
　請求項１、２または３の薬カレンダーにおいて、前記カレンダー本体が、前記暦表示部
及び前記薬収納部をセットで１列に７日分、当該列を１～３週間分備え、複数個の該カレ
ンダー本体の連結手段を有する薬カレンダー。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか１項の薬カレンダーにおいて、さらに、翌日を示す表記及び
通院に必要な情報の記入欄が設けられているカードを備え、前記収納ポケットが、通院日
前日の最後列に該カードを収納されることにより、前日のすべての薬の服用後に該カード
を表示する薬カレンダー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、薬の服用支援・管理をする薬カレンダーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　高齢になると様々な疾病により複数の病院に通院する場合が多い。この場合、それぞれ
通院日が異なり、処方される薬の日数も異り、服用すべき薬全てを常備できているわけで
もない。また、認知機能や身体機能が衰えている高齢者も多い。介護者がいる場合でもこ
のような複雑な状況での薬の服用支援・管理は容易ではない。そこで、従来より各種の薬
カレンダー等が市販及び提案されている。
【０００３】
　従来の市販の薬カレンダーには、１週間分の服用時間帯ごとの収納ポケットを備えた薬
カレンダーや、１ヵ月分の日付ごとの収納ポケットを備えた薬カレンダーがある。これら
は、透明な収納ポケット内の薬の有無で服用を判別し、そこから薬を取り出す形態であり
、壁面に掛けて使用する形態である。
【０００４】
　また、提案されている薬カレンダーでは、服用時間帯ごとに高さの異なる仕分け袋を有
し、これらを収納する箱状の収納部を備えた薬カレンダーがある（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】登録実用新案第３０８５８１８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、従来の市販の薬カレンダーで、１週間分の薬カレンダーは、１日に１、２回の
服用（例えば朝と夕だけ）しかない場合、無駄な収納ポケットがでる。また、１ヵ月分の
薬カレンダーは、服用時間帯ごとの仕分けができないので薬の服用時間を把握していなけ
ればならず、薬を収納すると日付が判別しにくく、曜日表示が上部にあるだけでは高齢者
には曜日の把握が容易ではなかった。
【０００７】
　また、従来の市販の薬カレンダーは、高齢者には収納ポケット内の薬の有無は判別しに
くく、薬の取り出しは容易ではなかった。また、その大きさや形体によって、目につきや
すく薬の取り出しが容易な場所に設置できるわけではなかった。また、薬が揃っていなか
ったり、収納しきれない日数分の薬がある場合、それを管理できるものではなかった。
【０００８】
　また、（特許文献１）で提案されている薬カレンダーは、各仕分け袋の見出しが同時に
見えるため煩雑になり、仕分け袋が少なくなると収納部内で前後に倒れ見出しが見にくく
なる可能性があり、高齢者または介護者が服用状況を一目で判別できるものではない。ま
た、服用時間帯の遅い仕分け袋は無駄に大きく、1日の服用回数が少ないと収納部も無駄
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な大きさとなる。
【０００９】
　本発明は上記のような従来技術の問題点に鑑みて、薬を無駄なく仕分け・収納し、服用
状況がどうなっているかが一目でわかる視認性及び薬の取り出しの容易性を有するととも
に、高齢者にとって利便性がよく、介護者にとっても容易に薬の服用支援・管理ができる
薬カレンダーを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　暦表示部を有するカレンダー本体に、服用時間帯を示す表記を有し服用時間帯ごとに薬
が仕分け・収納される仕分け袋と、１日分の該仕分け袋が重ねて収納される透明な収納ポ
ケットと、を備える薬収納部が設けられ、該仕分け袋が、服用時間帯を示す表記及びその
背景を、ともに不透明な同系色で服用時間帯ごとに色分けされたものであり、該収納ポケ
ットが、服用時間帯順に重ねて該仕分け袋を収納されることにより、次に服用する該仕分
け袋を最前列に表示する。ここで服用時間帯を示す表記とは、文字、図形等である。
【００１１】
　前記収納ポケットが、上部に開口部を有する袋体であり、当該開口部の上方へ前記仕分
け袋の幅に狭まるように伸びた袋体背面を有し、当該背面の上端で前記カレンダー本体に
固着され、袋体の膨らみにより複数の該仕分け袋が収納され、収納された該仕分け袋が少
なくなるにつれて扁平になる。
【００１２】
　前記暦表示部が、日付表示及び曜日表示と、これらが同時に表示されるポケットと、を
備える。
【００１３】
　前記カレンダー本体が、前記暦表示部及び前記薬収納部をセットで１列に７日分、当該
列を２～６週間分備え、週ごとの分割線を有する。ここで分割線とは、切り取り線、ミシ
ン目、折り筋等の切り離しの規準となるものである。
【００１４】
　前記カレンダー本体が、前記暦表示部及び前記薬収納部をセットで１列に７日分、当該
列を１～３週間分備え、複数個の該カレンダー本体の連結手段を有する。ここで連結手段
とは接着、挟持等で連結することである。
【００１５】
　さらに、翌日を示す表記及び通院に必要な情報の記入欄が設けられているカード（以下
、通院カード）を備え、前記収納ポケットが、通院日前日の最後列に該カードを収納され
ることにより、前日のすべての薬の服用後に該カードを表示する。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、次に服用する仕分け袋が常に最前列に見やすい状態で表示され、服用
時間帯ごとの表記・色で遠目からでも判別でき、本人や介護者にも服用状況が一目でわか
り、服用忘れ等の防止ができる。また、仕分け袋は収納ポケットから容易に取り出せ、手
元で扱えるため、高齢者でも容易に薬を取り出せる。
【００１７】
　なお、日付及び曜日が同時に表示される暦表示部とすると、従来のカレンダーにあるよ
うな曜日表示欄が必要なく、カレンダー本体が週単位の使いやすい大きさで使用できる。
【００１８】
　なお、通院カードの使用により翌日の通院情報を知ることができ、通院忘れや診察時間
の間違い等を防止でき、その情報によりその病院の薬がなくなる日がわかり、その日の仕
分け・補充を促す効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】薬カレンダーの実施形態例の斜視図。
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【図２】文字が表記された仕分け袋の例の前面図であり、Ａは朝、Ｂは昼、Ｃは夕、Ｄは
夜の図。
【図３】図が表記された仕分け袋の例の前面図であり、Ａは朝、Ｂは昼、Ｃは夕、Ｄは夜
の図。
【図４】薬が挿入された仕分け袋の背面図。
【図５】薬収納部の実施形態の図であり、Ａは未収納時の正面図、Ｂは仕分袋及び通院カ
ード収納時の正面図、ＣはＢの側面図、ＤはＢの平面図。
【図６】薬収納部の使用状態の図。
【図７】暦表示部の実施形態の一例の図であり、Ａは透明な窓部の図、Ｂは穴の開いた窓
部の図。
【図８】暦表示部の実施形態の一例の図であり、Ａは土曜及び日曜・祝日の例の図、Ｂは
月曜から金曜までの例の図。
【図９】暦表示部の実施形態の一例の図であり、Ａは土曜及び日曜・祝日の例の図、Ｂは
月曜から金曜までの例の図。
【図１０】暦表示部の実施形態の一例の図であり、Ａは土曜及び日曜の例の図、Ｂは月曜
から金曜までの例の図、Ｃは祝日の例の図、Ｄは曜日表示部を隠すカードの使用例の図。
【図１１】カレンダー本体の折り畳み例の図。
【図１２】１週間分のカレンダー本体をプレートで連結した場合の背面斜視図。
【図１３】１週間分のカレンダー本体をフレームで連結した場合の図であり、Ａは正面斜
視図、Ｂはフレーム部分の断面拡大図。
【図１４】カレンダー本体を３週間分ごととした場合の設置例の図。
【図１５】カレンダー本体を２週間分とした場合の設置例の図。
【図１６】通院カードの表記例の図であり、Ａは横列の場合の図、Ｂは日めくり、縦列の
場合の図。
【図１７】通院カードの使用状態の図。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明を実施するための形態について説明する。
　本発明の薬カレンダーは図１のように、暦表示部２と、服用時間帯ごとに薬が仕分け・
収納される仕分け袋１０を有し、これらが収納される透明な収納ポケット１１を備えた薬
収納部１と、を１日分のセットとし、カレンダー本体３に設ける。
　なお、１日分のセットのみを有するカレンダー本体３を複数個重ねて、日めくりカレン
ダーのような形態とすることもできる。また、１日分のセットを縦列に並べて設けること
もできる。また、暦表示は曜日表示のみとすることもできる。
【００２１】
　薬の仕分け袋１０は図２のように、透明な袋の前面に不透明な背景部１０ａを設け、朝
、昼、夕、夜等の服用時間帯を示す文字１０ｂを一目で判別可能な大きさで表記し、背景
部１０ａ及び文字１０ｂをそれぞれ服用時間帯ごとに同系色で色分けし（例えば朝は青系
、昼は黄系、夕はオレンジ系、夜は紫系）、服用時間帯を色でも判別可能にする。これに
より、遠目からでも一目で判別できる。なお、文字１０ｂは図３のように図形１０ｃ等と
してもよい。また、図４のように、袋上部の開口部には薬の出し入れを容易にする段差加
工１０ｄを施し、収納ポケット１１からの取り出しを容易にするため、段差の高い方を前
面とする。そして、前面の背景部１０ａの裏側は白色とし、背面からの袋内の薬の確認を
容易にする。
【００２２】
　薬収納部１の収納ポケット１１は図５のように、透明な袋の上部の開口部に段差加工１
１ｄを施し、段差の低い方を前面とし、高い方を背面とする。そして、段差部分は、前面
上端の左右両端から背面上端の左右両端へ幅が狭まるようにテーパーをつけてカットし、
背面上端の幅は仕分け袋１０の幅とする。そして、背面の上端に固着面１１ｆを設けカレ
ンダー本体３に固着する。これにより、収納ポケット１１の袋部分から離れた上端の狭い
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範囲で固着されるため、袋部分の膨らみを最大限に利用できる。そして、軟質な素材を使
用することで袋部分の膨らみのみで複数の仕分け袋１０が収納でき、収納された仕分け袋
１０が少なくなるにつれて扁平になり、仕分け袋１０が多くても少なくても見やすい状態
で表示される。また、背面上端の幅を仕分け袋１０の幅とすることで仕分け袋１０が引っ
掛かることなく収納しやすくなる。
【００２３】
　薬の仕分け後、仕分け袋１０を服用時間帯の遅いものを最後列に早いものを最前列に順
に重ねて収納ポケット１１に収納する。そして、最前列の仕分け袋１０を取り出すと図６
のように、次に服用する仕分け袋１０が常に収納ポケット１１の最前列に表示される。
　なお、使用済の仕分け袋５の保管場所を決めておく必要があるが、図１のように、この
保管場所として、暦表示部２の日付が割り振られていないカードポケット２２に使用済み
カード４を挿入し、この下方の収納ポケット１１を利用できる。使用済みカード４は、服
用時間帯ごとに各仕分け袋１０の色に合わせて色分けし、これに合わせて使用済の仕分け
袋５が収納されることで次の仕分けが容易になる。
　なお、外出時には、必要な分の仕分け袋１０を収納ポケットから取り出し、まとめて上
部をクリップ等の留め具で留めるなどして携帯することができる。また、仕分け袋１０を
余分に備えれば、薬が処方された日に薬カレンダーに収納しきれない日数分も仕分け・準
備し、保管しておける。
【００２４】
　暦表示部２は図７のように、１から３１までの数字が表記された日付カード２０と、月
から日までの曜日が表記された曜日カード２１とを有し、これらが挿入される透明なカー
ドポケット２２を備える。曜日カード２１には、日付カード２０の数字部分を表示させる
ための窓部２１ｇを設け、この窓部２１ｇは透明または穴の開いたものとし、土曜及び日
曜・祝日のみ背景を色分け（例えば土曜は青、日曜・祝日は赤）する。そして、曜日カー
ド２１を前に日付カード２０を後ろに重ねてカードポケット２２に挿入する。
　また、図８のように、土曜及び日曜・祝日は窓部２１ｇのみを白地とし、月曜から金曜
までは窓部２１ｇと背景とを同じ白地とした曜日カード２１を後ろに、数字が表記された
透明な日付カード２０を前に重ねてカードポケット２２に挿入することもできる。
　なお、図９のように、すべての曜日カード２１の窓部２１ｇを背景と同じ色とし、透明
な日付カード２０に白色の窓部２０ｇを設けてもよい。
【００２５】
　または、図１０のように、曜日カード２１に代えてカレンダー本体３のカードポケット
２２の位置に、白地の窓部２３ｇを有する曜日表示部２３を設け、数字が表記された透明
な日付カード２０をカードポケット２２に挿入することができる。この場合、祝日のみ、
白地の窓部２１ｇを有する祝日の曜日カード２１を日付カード２０の後ろに重ねて挿入す
る。また、日付が割り振られないカードポケット２２には曜日表示部２３を隠すカード２
４を挿入する。
　なお、すべての曜日表示部２３の窓部２３ｇ及び祝日の曜日カード２１の窓部２１ｇを
背景と同じ色にし、透明な日付カード２０に白色の窓部２０ｇを設けてもよい。
【００２６】
　これらの形態により、日付及び曜日が同時に表示され、曜日の把握が容易になり、それ
ぞれのカードを挿し替えることで複数月及び複数年の使用ができる。なお、祝日の曜日は
毎年変わるので月から土までの祝日の曜日カード２１を複数年分備える。
【００２７】
　カレンダー本体３は段ボール、板紙等の厚手のもので切り離し・折り畳みができるもの
を使用し、図１のように、上部に月表示部３０を設け（さらに年表示部を設けてもよい）
、その下方に、暦表示部２及び薬収納部１の１日分のセットを、１列に７日分並べたもの
を２～６週間分設け、週ごとに分割線３１を入れ、この分割線３１に沿って１週間分、２
週間分等の使用しやすい大きさにカッター等で切り離して使用できる。そして、使用して
いない週の分は、準備・保管し取り替えることができる。なお、容易に切り離せるように
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ミシン目等を入れてもよい。また、図１１のように、分割線３１を折り筋にした場合、折
り畳むこともできる。
【００２８】
　または、カレンダー本体３を最初から１～３週間分ごとに分割された形体とし、複数個
のカレンダー本体３を連結して使用できるようにする。この場合図１２のように、２つの
カレンダー本体３の上端と下端を合わせ、一方の背面上部と他方の背面下部とを、片面に
接着面を有するプレート７を用い接着し連結するか、もしくは図１３のように、２つのカ
レンダー本体３の一方の上部と他方の下部とを、クリップ状の固定可能なフレーム８を左
右両端に差込み連結するか、等の方法で連結できる。なお、横方向に連結してもよい。
【００２９】
　これにより、図１４のように横に並べて壁に掛けたり、図１５のように棚や家具の上や
テレビ台に立てかけて置いたり、畳に座って生活している高齢者の側に立てかけたり、目
につきやすく、生活に合わせた使用しやすい場所での設置が可能となる。また、１日分の
セットを縦列に並べて設けた場合、柱や冷蔵庫の側面等の狭い場所に設置できる。なお、
暦表示を図１５のように月をまたいだ表示とすることもできる。
　また、折り畳み可能な形体や週ごとに分割された形体とした場合、在庫管理時や配送時
のコストを低減できる。
【００３０】
　通院カード６は図１６のように、あしたや明日などの翌日を示す文字と、矢印や指差す
手などの次の日を指し示す図形６０ｉとを表記し、白地の記入欄６０ｊを設け、背景を仕
分け袋１０の前面とは異なる色を使い誘目性を高める。そして、この通院カード６を薬の
収納部３の通院日前日の収納ポケット１１の最後列に収納し、図１７のように、前日のす
べての薬の服用後に表示されるようにする。
　また、図１、のように、収納ポケットに収納され仕分け袋１０で隠れていてもその存在
がわかるように、カードの天地を仕分け袋１０より高く暦表示にかからない高さにする。
これにより、いつが通院日であるか、いつ薬がなくなるかが仕分け袋１０で隠れていても
把握できる。
　なお、記入欄６０ｊには書き消しできる筆記具で記入することで繰り返し使用できる。
【符号の説明】
【００３１】
１　　薬の収納部
２　　暦表示部
３　　カレンダー本体
４　　使用済みカード
５　　使用済みの仕分け袋
６　　通院カード
７　　プレート
８　　フレーム
１０　　仕分け袋
１０ａ　　背景部
１０ｂ　　服用時間帯を示す文字
１０ｃ　　服用時間帯を示す図形
１０ｄ，１１ｄ　　段差加工
１０ｅ　　背景部の裏側
１１　　収納ポケット
１１ｆ　　固着面
２０　　日付カード
２０ｇ，２１ｇ，２３ｇ　　窓部
２１　　曜日カード
２２　　カードポケット
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２３　　曜日表示部
２４　　曜日表示部を隠すカード
３０　　月表示部
３１　　分割線
６０ｉ　　翌日を示す図形
６０ｊ　　記入欄
【要約】
【課題】薬カレンダーにおいて、服用状況が一目でわかる視認性及び薬の取り出しの容易
性を有し、多様な設置形態を有し、複雑な状況の薬の服用支援・管理を容易にする。
【解決手段】日付表示、曜日表示及びこれらが同時に表示されるポケットをもつ歴表示部
２と、服用時間帯ごとに表記・色が異なる仕分け袋及びこれらが服用時間帯順に重ねて収
納される収納ポケットをもつ薬収納部１とをセットで横列に７日分、縦列に２～６週間分
が設けられるカレンダー本体３とで構成される。薬収納部１は、簡易な形体で複数の仕分
け袋を収納し、次に服用する仕分け袋を収納ポケットの最前列に表示する。カレンダー本
体３は、週ごとに分割線３１で切り離して使用できる。または、１～３週分のカレンダー
本体３を連結して使用できる形態とする。さらに、翌日の通院を知らせるカード６を備え
る。
【選択図】図１

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】



(8) JP 6229866 B1 2017.11.15
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】
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